
 農研機構 農村工学研究所 

National Institute for Rural Engineering 

- 研究者の横顔 - 

 

 

 

主任研究員 

    1968 山口県生まれ 

    1990 九州大学農学部農業工学科 卒業 

   1990 農林水産省入省 農業工学研究所 

地域資源工学部 水文水資源研究室配属 

   1997 農村整備部 施設管理システム研究室 

   2003 農研機構 近畿中国四国農業研究センター 

       傾斜地基盤部（四国） 地域防災研究室 

   2006 中山間傾斜地域施設園芸研究チーム（四国） 

   2011 農研機構 中央農業総合研究センター 

       水田利用研究領域（北陸） 

   2012 農研機構 農村工学研究所 

       農地基盤工学研究領域 水田高度利用担当 

 

研究者の横顔 

＜研究のテーマ＞ 

就職して以来、いろいろな研究室に配属になりましたが、一応

テーマとしては農業を行っている地域全体の水をキーワードとし

て研究に取り組んでいます。農業用水は天から降ってくる雨や雪

を蓄え、必要な場所に必要な時期に配分し、安全に排水する必要

があり、人の手で適正に管理することが必要不可欠です。現在は、

地下水位制御システムなど水田の高度利用のための圃場整備技術

を現地に適用する際、その機能をより有効に発揮させ、地域の活

性化に資するための管理運営について、ハードとソフトの両面か

ら、地域に合わせた手法の開発を担当しています。 

＜いろいろな水の形＞ 

これまで転勤する中で、いろいろな水の形を体験しました。香

川では降水量が少なく、多くのため池が有り、春に水田に水を流

す際には現在もお祭りが行われるほど水を大切にしていますが、

最近は台風の上陸が増加し、一度に降る降水量も増加してため池

の管理の仕方も変わってきています。新潟県上越市では冬期は市

街地でも 2m を超える積雪に見舞われ、道路を一時遮断して、一

斉に除雪を行うなど、人々の生活にいろいろ困難をもたらしてい

ます。しかし冬場の雪は春先の雪解け水となり、代掻きのための

貴重な水資源となっています。 

＜水の行き着く先は・・・＞ 

 水の行き着く先は海です。やはり行きつく先まできちんと確認

しないといけないので、オフの日には海の中の様子を探りに行っ

ています。綺麗な水の中でぼんやりしてリフレッシュしています。 
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道路を封鎖しての屋根の雪
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